
クラーク記念国際高校で授業講話を実施し自衛隊をＰＲ
浜
市
西
区
）
に
お
い
て
１
、
２
年
生
の
約
１
２
０
名
に
対
し
、
授

１
月
１
０
日
（
金
）
の
３
日
間
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校
（
横

准
陸
尉
）
は
、
９
月
２
０
日
（
水
）、
１
０
月
３
０
日
（
月
）、
１

業
講
話
を
実
施
し
、
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

授
業
講
話
で
は
、
自
衛
隊
の
任
務
や
近
年
の
災
害
派
遣
活
動
や

国
際
貢
献
の
状
況
、
入
隊
か
ら
退
職
、
再
就
職
な
ど
の
自
衛
官
の

生
涯
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
や
動
画
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

を
行
な
っ
た
。
生
徒
は
「
自
衛
隊
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
や
入

隊
コ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

問
に
陸
海
空
の
各
広
報
官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
入
隊
し
た
理
由
や
経
緯

を
話
し
、
生
徒
は
「
自
衛
隊
に
入
る
に
は
、
も
の
す
ご
く
高
い
志

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
船
に
乗
っ
て
海
外
に
行
き
た

い
な
ど
、
意
外
と
シ
ン
プ
ル
な
理
由
で
驚
い
た
。
自
分
も
入
れ
る

か
な
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

横
浜
中
央
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
積
極
的
に
学
校
と
協
力
し
、

生
徒
た
ち
の
自
衛
隊
へ
の
関
心
の
喚
起
に
努
め
、
募
集
成
果
に
繋

げ
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
徒
か
ら
の
な
ぜ
自
衛
隊
に
入
っ
た
の
で
す
か
と
の
質

広報官の説明をタブレットやスマホで

展示車両を見学する来場者

「第４０回かわさき市民祭り」で自衛隊車両を展示し自衛隊をＰＲ
１
普
通
科
連
隊
の
支
援
を
受
け
、
会
場
の
１
つ
で
あ
る
富
士
見
球
場
（
旧
川

４
０
回
か
わ
さ
き
市
民
祭
り
」
に
お
い
て
、
武
山
駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
３

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
中
央
募
集
案
内
所
（
所
長 

日
比
野

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
川
崎
出
張
所
（
所
長　

白
岩
１
陸
尉
）
は
、
１
１

月
５
日
（
日
）、
富
士
見
公
園
（
川
崎
市
川
崎
区
）
一
帯
で
開
催
さ
れ
た
「
第

崎
球
場
）
に
自
衛
隊
車
両
を
展
示
し
、
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

当
祭
り
は
、
全
国
各
地
の
名
産
品
ブ
ー
ス
や
市
民
の
出
店
、
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
例
年
約
５
５
万
人
が
訪
れ
る
。

球
場
内
で
は
、
軽
装
甲
機
動
車
、
高
機
動
車
、
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
を
展

示
す
る
と
共
に
、
広
報
官
に
よ
る
車
両
説
明
を
実
施
し
、
多
く
の
来
場
者
の

注
目
を
集
め
た
。

と
、
今
度
は
車
内
の
計
器
類
に
注
目
。
直
下
を
照
ら
す
ラ
ン
プ
の
ス
イ
ッ
チ

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
再
び
車
外
に
出
て
確
認
す
る
な
ど
興
味
津
々
の
様
子

だ
っ
た
。

ま
た
、
迷
彩
服
を
試
着
し
、
運
転
席
に
乗
り
込
ん
で
の
記
念
撮
影
に
は
、

多
く
の
親
子
連
れ
が
列
を
な
し
、
自
衛
隊
家
族
会
会
員
や
募
集
相
談
員
た
ち

は
、
慣
れ
た
様
子
で
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
引
き
出
す
な
ど
、
撮
影
を
手
伝
っ

て
い
た
。

川
崎
出
張
所
は
「
今
後
も
部
隊
や
家
族
会
、
募
集
相
談
員
と
連
携
し
、
広

報
活
動
に
励
み
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
の
喚
起
と
理
解
促
進
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

若
者
た
ち
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ひ
と
し
き
り
高
機
動
車
を
撮
影
す
る

ノートを取ながら聞く生徒たち


